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　軽量鋼矢板は、昭和30年に当社が

日本で初めて開発し、以来その種類

を用途に応じて拡充し、又、改良も

加えて日鉄軽量鋼矢板としてあらゆる

需要にお応えしています。

　水密性の良さ、断面性能の高さは

もちろん、施工性の面でもご好評を

いただき、安定した土木用資材とし

て日鉄軽量鋼矢板は、高い評価を得

ております。

　当社では、これまでに蓄積した豊

富な製造・利用技術を背景に、より

強く、より経済的な新製品の開発を

進めてまいりますので、今後とも『日鉄

軽量鋼矢板』のご愛顧を賜りますよう

宜しくお願い致します。　

◆まえがき

　日鉄軽量鋼矢板は、断面形状が合理的に設計
されており、薄い鋼板でつくられているにもかかわ
らず極めて高い強度をもっています。

　日鉄軽量鋼矢板は、多種多様な条件にあわせ
て開発された断面形状を備えています。特に２型、
３型、５型の継手形状は数多い打込み、引抜き
の反復使用にも、継手にゆるみがなく、土砂洩れ
の防止はもちろん水密性も良好です。

　日鉄軽量鋼矢板は、冷間ロール成形のパイオニ
アである、弊社の高い技術力により製造されます
ので、精度の高い形状となっています。

　日鉄軽量鋼矢板は、薄い鋼板でつくられていま
す。したがって、容易に取り扱えますから迅速な
作業が行え能率的です。

　日鉄軽量鋼矢板は、１型から５型まで１４種類あり
ます。用途にあわせ最も適した形状を選ぶことができ
ます。

　日鉄軽量鋼矢板は、単位質量あたりの断面性能
が大きく、施工が簡単ですから作業能率が格段に
向上し、その上何度も使用できますから非常に経済
的です。
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◆材　質
　日鉄軽量鋼矢板は、ＪＩＳ Ｇ ３１０１ ＳＳ４００を使用いたします。

◆引抜き・建込み用孔の寸法
　　軽量鋼矢板の引抜き、建込み用孔の寸法を、当社では下図のように設定しておりますので、必要な場合はご指示
　ください。

1）化学成分

2）機械的性質

P（％）

0.050以下

引　  張　  強　  さ
（N/mm2）

400～510

降伏点または耐力
（N/mm2）

伸　　　　　　　　　び

245以上

寸　　　法

板厚 t ≦５㎜

板厚 t ＞５㎜

試　験　片 ％

21以上

17以上

S（％）

0.050以下

５号

I  A 号

◆断面性能

4

4

4

3

3

3

2

型　　式

4

5

4

5

5

4

5

5

6

5

6

5

6

7

250

250

250

250

250

333

333

333

333

333

333

500

500

500

35

36

35

36

43

50

51

74

75

85

87

160

161

162

13.26

16.47

15.08

18.85

18.86

18.09

22.76

27.51

33.01

24.60

29.66

42.85

51.42

59.99

10.4

12.9

11.8

14.8

14.8

14.2

17.9

21.6

25.9

19.3

23.3

33.6

40.4

47.1

1.10

1.11

1.10

1.10

1.42

1.63

1.62

2.77

2.78

2.94

2.93

6.51

6.51

6.51

41.6

51.6

47.2

59.2

59.2

42.6

53.7

64.8

77.7

57.9

69.9

67.2

80.8

94.2

1 m 当
りの 所
要枚数

寸　　　　　法 矢 板 1 枚 に つ き 壁 幅 1 m に つ き

板厚 有効幅 高さ 断面積 質量
断 面 二 次
モーメント

断   　　面
二 次 半 径断面係数 断面積 質量

断 面 二 次
モーメント 断面係数

㎜ ㎜ ㎜ ㎝2 ㎏/ m ㎝4 ㎝3 ㎝ ㎝2/ m ㎏/ m2 ㎝4 ㎝3/ m /m枚

16.0

20.2

18.3

22.9

38.2

48.2

59.8

212

254

212

255

1,810

2,180

2,540

53.04

65.88

60.32

75.40

75.44

54.27

68.28

82.53

99.03

73.80

88.98

85.70

102.8

120.0

64.0

80.8

85.1

107

246

404

510

636

762

2,000

2,480

3,620

4,360

5,080

26.8

33.3

48.6

59.7

96.5

115

144

171

204

272

330

452

540

626

6.69

8.33

8.33

10.2

13.3

13.1

15.9

57.0

68.0

39.0

45.8

226

270

313



用　　途
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◆岸　壁
　小型船舶等が接岸する岸壁で構造形式としてはタイロッド式矢板
壁を採用するのが一般的です。

◆法留工
　法覆工の基礎の役割を果たすと同時に根固めや堤防の浸食防止、漏水防止にも大きな効果を発揮します。

◆仮設用
　管路布設工事・建築基礎工事の土留め（山留め）、橋台・橋脚・水門等の工事・埋立工事などの仮締切、斜面保
護工事等に付随した防護柵（親杭横矢板）として使用できます。

◆護　岸
　護岸は、河岸または堤防を流水による浸食から保護するため
の構造物で、構造形式によって右図のように自立式護岸、切梁
式護岸、タイロッド式護岸の３種類があります。

◆止水用
　樋門や堰堤などの構造物の基礎に打込んで、パイピングを防止したり築堤などでの浸透水の遮断、あるいは漏
水防止として使用できます。早急に止水効果を高めたり、より確実な止水効果を必要とする場合には、継手部に
膨潤性止水材を用いる方法があります。
　その他、外力がなく遮水だけを目的にした商品に「シートウォール」があります。詳細については日鉄シート
ウォールのカタログをご参照ください。

土留め 親杭横矢板仮締切

タイロッド



施工要領
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　日鉄軽量鋼矢板を打込む方法には種々ありますが、軽量鋼矢板の型式、長さ、質量、根入れ長さ、
土質、使用する打込み機械や動力源の種類などの諸要因について検討しなければなりません。

◆打込み機械
　軽量鋼矢板の打込み機械は、一般にバイブ
ロハンマ、油圧圧入機等が使用されます。

◆打込み方法
1）バイブロハンマによる方法
　　起振機によって発生させた鉛直方向の振
動で地盤の摩擦抵抗を減少させながら矢板
を打込みます。
2）油圧圧入機による方法
　　圧入完了後の矢板に反力をとり、油圧機
構により矢板の中間部をチャッキングし圧
入します。振動・騒音がほとんどなく、市
街地での施工に適しています。なお、ウォ
ータージェット等の併用も容易です。

◆打込み作業の注意事項
傾斜・共下り対策
1）傾斜対策
　矢板は一般に打進み方向に傾斜することが
あります。このような場合には、次に示す方法
により傾斜の防止や修正を行います。
a）びょうぶ打ちを行い、かつ2枚打ちを行う。
　（A図）
b）矢板の頭部を傾斜反対方向にワイヤーロー
プで引張りながら打込む。（B図）
c）矢板の先端を斜めに切断して打込む。（C図）
d）継手部にグリースなどを塗布して継手の摩
　擦抵抗を減少させる。
e）砂質土の場合はウォータージェット工法を
　併用して打込む。
f）くさび矢板を用いて修正する。（D図）

2）共下り対策
　矢板の打込み時に共下り現象が生じた場合
には、次に示す方法により、共下りを防止します。
a）既に打込んだ矢板数枚を適当な鋼材で連結
　するか、継手部を溶接する。
b）隣接した矢板の頭部吊り孔にワイヤーロー
　プをかけて吊り上げる。または、矢板の打
　進み方向と反対方向にワイヤーロープで引
　張っておく。
c）びょうぶ打ちを行う
d）共下りが予想されるときは矢板の打止めを
　高くしておき、最後に規定高さに打下げる。
e）継手部にグリースなどを塗布して継手の摩
　擦抵抗を減少させる。

その他
1）導枠
　矢板の打込み時に導枠（導梁、導杭）を使用
すると矢板壁が鋸状に曲折するのを防止でき
ます。



土止め先行工法
軽量鋼矢板工法

　小規模な溝掘削作業を伴う上下水道等工事における労働災害による死亡者数は毎年60人前後で推移してお
り、とりわけ同工事に付帯する溝掘削作業及び溝内作業中における土砂崩壊によるものがその約3割を占めてい
ます。これらの土砂崩壊による災害は、溝内での土止め支保工の組立て又は解体作業中あるは土止め支保工が
未設置の溝内作業中に発生したものが9割を超えています。こうした災害のほとんどは、労働者が溝内に立ち入
る前に適切な土止め支保工を設置することにより防止することができるものです。このような溝内での作業に先
行して土止め支保工を設置する工法（以下「土止め先行工法」と呼びます。）を普及・定着させることが上下水道
等工事における土砂崩壊災害を防止するのに効果的です。
　「土止め先行工法」が広く普及し、小規模な溝掘削作業を伴う上下水道等工事における土砂崩壊災害が未然
に防止されんことを願っております。
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　掘削した地山が自立することを前提とした工法で、その手順は、一定の深さまで掘削機械により溝掘削を行い、軽
量鋼矢板を建て込んだ後、所定の深さまで押し込み、地上から専用の治具を使用して最上段の腹おこし及び切りば
りを設置して土止め支保工を組み立てる方式です。2段目以降の腹おこし及び切りばりの設置は、専用の作業台を
使用して行います。

溝
壁
面
の
一
部
の
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ま
り
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締
ま
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た

土
、
岩
石
等
）
が
抜
け
落
ち
る
崩
壊
の

型
。

び
ょ
う
ぶ
や
壁
が
倒
れ
る
よ
う
に
土
塊

が
は
く
り
し
て
溝
内
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崩
壊
す
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型
。

溝
壁
面
の
土
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浅
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部
分
が
滑
り
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ち
る
崩
壊
の
型
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べ
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崩
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塊
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大
き
く
、
す
べ
り
面
が
よ
り
深

部
に
あ
る
崩
壊
の
型
。

◆表層すべり

溝崩壊のパターン

◆はくり倒壊 ◆落下

◆滑動または円弧すべり

（抜粋）厚生労働省 
　　　 建設労働災害防止協会
          （HP 掲載リーフレット『土止め先行工法とは』より）

　軽量鋼矢板を用いる土止め先行方式で、軽量鋼矢板の建込みや掘削の手順等の違いで次の建込み方式と
打込み方式があります。

2. 打ち込み方式　軽量鋼矢板工法

1. 建込み方式　軽量鋼矢板工法

　砂質土や湧水等のある軟弱な地盤の掘削に使用されることが多い工法で、その手順は、溝の幅に合わせてあら
かじめ軽量鋼矢板をくい打機等により打ち込んだ後、最上段の切りばりを設置する深さまで掘削を行い、地上から専
用の治具を使用して腹おこし及び切りばりを設置して土止め支保工を組み立てる方式です。2段目以降の腹おこし
及び切りばりの設置は、必要に応じ専用の作業台を使用して行います。
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土止め先行工法の安全作業現場

地山の掘削作業主任者技能講習修了者
土止め支保工作業主任者技能講習修了者
車両系建設機械（整地・運搬・積込み用及び掘削用）運転技能講習修了者
車両系建設機械（基礎工事用）運転技能講習修了者
移動式クレーン運転士免許保有者
小型移動式クレーン運転技能講習修了者
玉掛技能講習修了者　等

◆土止め先行工法の施工に必要となる主な資格

①掘削作業中

②１段目切りばり設置作業中

③２段目切りばり設置作業中

④支保工設置作業中

専用作業台

◆土止め先行工法とは

土止め先行工法とは、労働省が溝内に立ち入る前に土止め支保工を先行して設置するこ
とができ、土止め支保工の組立て又は解体作業も原則として溝内に立ち入らずに行うことが
できる工法です。土止め先行工法には様々な工法があり、現在もなお新しい工法の考案や
既に実施されている工法の改良が盛んに行われています。
その中で、小規模な溝掘削作業に採用されていることが多い工法に「軽量鋼矢板工法」
があります。

軽量鋼矢板の下部の変形か
ら労働者を守るため、専用作
業台を使用する



防食および止水材（パイルロック） 軽量鋼矢板1枚当りの質量表
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型　　式

板　　厚
（㎜）
単位質量
（㎏/m）

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

5.5

6.0

6.5

7.0

7.5

8.0

8.5

9.0

9.5

10.0

10.5

11.0

11.5

12.0

矢

　
　
　板

　
　
　の

　
　
　長

　
　
　さ

　
　
　（
m
）

4

LSP-1型 LSP-2型 LSP-2N型 LSP-3A型 LSP-3B型 LSP-3D型 LSP-5型

5 4 5 5 4 5 5 6 5 6 5 6 7

（㎏/枚）

（　　色は使用量の多い長さを示します。）

◆腐食速度
　軽量鋼矢板の腐食速度は使用環境等によっ
て異なりますが、「港湾の施設の技術上の基準・
同解説」では、鋼材の腐食速度を参考として
次表のように示しています。

◆止水材（パイルロック）
　止水を必要とする場合は、膨潤性止水材を
継手部に使用すると著しい止水効果が得られ
ます。代表的な止水材には「パイルロック」が
あり、仮設および本設にも使用できます。
パイルロックは合成樹脂エラストマーを止水
材ベースとし、これに高吸水性ポリマー、充
填材、溶剤などを配合した流動性のある止水
材です。

◆防食方法
1）腐食しろによる方法
　腐食速度と構造物の耐用年数から腐食し
ろを求め、その腐食しろに設計で必要な肉
厚を加算した板厚を用いる方法です。

2）防食塗装による方法
　一般的な防食塗装として、タールエポキ
シ系塗料やジンクリッチ系塗料を使用する
簡便な塗装があります。この他、重防食機
能を有する塗装系につきましては、別途ご
相談ください。

1）特長
流し込みおよび刷毛塗りの作業が
簡単です。
500kPa｛5kgf／c㎡｝
（水中下50mに相当）
の大きい耐水圧を発揮します。
膨潤塗膜の潤滑性が大きいため引
抜き性に優れています。

3）その他
　亜鉛めっき、コンクリート被覆、電気防
食による方法などがあります。

（1）

（2）

（3）

型　　式

L S P－ 3 A

L S P－ 3 B

L S P－ 3 D

L S P－ 5

3 3 3

3 3 3

3 3 3

5 0 0

4 0 0

4 0 0

4 0 0

4 0 0

1 , 2 0 0

1 , 2 0 0

1 , 2 0 0

8 0 0

有　効　幅
（㎜）

使　用　量（g）

1枚1m当り（g／m） 1枚1m当り（g／m）

（両爪塗布量）

（片面の腐食速度）

注）パイルロック塗布に際しては、あらかじめ継手部の土、浮き錆および油類は除去してください。

2）パイルロックの使用量

海

　側

陸

　側

H.W.L.以上

H.W.L.～L.W.L－1.0m

L.W.L－1.0m～海底部まで

海底泥層中

陸上大気中

土　中（残留水位上）

土　中（残留水位下）

腐食速度（mm/年）

0.3

0.1～0.3

0.1～0.2

0.03

0.1

0.03

0.02

2 2

塗布作業が簡単：

耐水圧が大きい：

引抜き性良好：

14.8

29.6

37.0

44.4

51.8

59.2

66.6

74.0

81.4

88.8

96.2

104

111

118

126

133

141

148

155

163

170

178

14.2

28.4

35.5

42.6

49.7

56.8

63.9

71.0

78.1

85.2

92.3

99.4

106

114

121

128

135

142

149

156

163

170

17.9

35.8

44.8

53.7

62.6

71.6

80.6

89.5

98.4

107

116

125

134

143

152

161

170

179

188

197

206

215

21.6

43.2

54.0

64.8

75.6

86.4

97.2

108

119

130

140

151

162

173

184

194

205

216

227

238

248

259

14.8

29.6

37.0

44.4

51.8

59.2

66.6

74.0

81.4

88.8

96.2

104

111

118

126

133

141

148

155

163

170

178

10.4

20.8

26.0

31.2

36.4

41.6

46.8

52.0

57.2

62.4

67.6

72.8

78.0

83.2

88.4

93.6

98.8

104

109

114

120

125

12.9

25.8

32.2

38.7

45.2

51.6

58.0

64.5

71.0

77.4

83.8

90.3

96.7

103

110
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